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省エネ効果

主な導入設備
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会社HP：https://www.hombo.co.jp/

長野県上伊那郡宮田村／飲料・たばこ・飼料製造業

省エネルギー量 52.4(kl/年)

事業所全体の
省エネルギー率 23％

削減コスト 427(万円/年)

平成31年度、
令和２年度事業
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事業所全体の
エネルギー使用量

227（kl/年)

※ 削減コストは、 電力利用額：１kWh当たり２０円、ガス利用額：1㎥当たり８５.５円を乗じた値

補助対象経費 1憶9,669万円

補助金 6,556万円

1909年創業。当初は鹿児島で本格焼酎の製
造を手掛けていましたが、1985年、長野県中
央アルプス駒ヶ岳山麓標高798mの地にウイス
キー造りの理想の地を求め、マルス信州蒸溜所
をオープン。本事業による各種設備の更新から
蒸留設備を一新し、2020年9月、35年ぶりに
全面リニューアル工事を行いました。
2023年、本事業所で製造したウイスキーが「東
京ウイスキー＆スピリッツコンペティション2023」の
最高金賞を受賞しました。

製造設備の更新を含む移設工事の中で、省エネの設計・設備を効果的に導入し配

置できたことで大きな省エネ効果が上がりました。

蒸留酒の製造では、原料加工と蒸留時に加熱と冷却によるそれぞれ大きな廃温水に

よる熱ロスがありその回収が課題でした。

今回の設備更新工事により、原料処理工程の自動化を含めて大きな省エネ効果を生

みました。

マッシュタンロイテル：1台

最大容量：6kℓ

本坊酒造株式会社（マルス信州蒸溜所）

※金額は申請時の額

酵母タンク：2台

容量：600ℓ

3番麦汁受付タンク：1台

容量：3kℓ

リース事業者：オリックス株式会社

ウイスキー製造工程と補助対象設備
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原料麦芽を糖化後、65℃→20℃に冷却する。この
際の廃温熱を回収し、再利用する。事業前は、冷温
水（廃温水）は放流していたが、事業後は、廃温
熱を回収し、糖化工程予熱に再利用している。
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冷却凝縮工程において、
凝縮用冷却水の廃温熱を
回収して再利用を行う。事
業前は、冷温水（廃温
水）は放流していたが、事
業後は、廃温熱を回収し、
蒸留工程予熱に再利用し
ている。

蒸留工程の排熱
を再利用

糖化

補助対象設備
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(ジャケット付)

ウォッシュバック
タンク(ジャケット付)

温水

断熱式ジャケットタンク
に更新。タンクを直接
加熱することで、オイル
ヒーターが不要になり、
加熱エネルギーを削減。

発酵

洗浄

薬剤で洗浄することにより
熱エネルギーを削減

CIP洗浄ポンプ
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アルコール
発酵液

麦汁

蒸留酒


	スライド 1

